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今
定
例
会
で
、
市
長
か
ら
提

出
さ
れ
た
主
な
議
案
は
次
の
と

お
り
で
す
。

母
子
生
活
支
援
施
設
平
塚
市

花
水
台
ハ
イ
ム
を
廃
止

　
昭
和
42
年
に
建
設
さ
れ
た
花

水
台
ハ
イ
ム
が
、
耐
震
性
の
問

題
や
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
と

と
も
に
、
施
設
で
の
共
同
生
活

を
望
ま
な
い
な
ど
入
所
者
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
平
成
29
年
３
月
で
廃
止
に

な
り
ま
す
。

　
採
決
で
は
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。

職
員
な
ど
の
給
与
に
関
す
る

条
例
を
一
部
改
正

　
国
家
公
務
員
に
準
じ
て
一
般

職
員
の
給
料
表
の
改
定
及
び
勤

勉
手
当
の
支
給
率
の
引
き
上
げ

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
採
決
で
は
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

　
平
塚
競
輪
場
競
走
路
改
修
の

工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
に

当
た
り
、
予
定
価
格
が
１
億
７

千
万
円
を
超
え
る
た
め
、
議
会

の
議
決
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
採
決
で
は
、
全
員
異
議
な
く

可
決
し
ま
し
た
。

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

　
市
庁
舎
・
平
塚
税
務
署
新
築

工
事
で
、
庁
舎
棟
に
つ
い
て
照

明
器
具
の
変
更
や
、
法
改
正
に

対
応
す
る
た
め
の
仕
様
変
更
な

ど
の
ほ
か
、
駐
車
場
棟
に
つ
い

て
土
工
事
の
追
加
や
既
存
庁
舎

解
体
範
囲
の
変
更
に
伴
う
砂
利

埋
戻
し
の
追
加
に
関
す
る
経
費

が
増
加
と
な
り
ま
す
。
約
６
０

３
５
万
円
の
工
事
請
負
金
額
の

増
額
が
必
要
と
な
る
た
め
、
変

更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
議
会

の
議
決
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
採
決
で
は
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　
29
年
３
月
19
日
か
ら
供
用
開

始
予
定
の
平
塚
市
余
熱
利
用
施

設
は
、
５
年
間
、
指
定
管
理
者

に
よ
っ
て
管
理
・
運
営
さ
れ
ま

す
。

　
採
決
で
は
、
全
員
異
議
な
く

可
決
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

同
意

　
委
員
の
辞
職
に
伴
い
、
後
任

と
し
て
荒
井
正
博
氏（
袖
ケ
浜
）

を
任
命
す
る
議
案
に
、
全
員
異

議
な
く
同
意
し
ま
し
た
。

本
市
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
オ
ノ
ル
イ
ー
ゼ
さ
ん
に
よ
る

ア
ー
ト
。
湘
南
平
に
新
た
な
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
が
誕
生
。

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

　
平
塚
市
議
会
は
、
平
成
28
年
11
月
25
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
、
26

日
間
の
会
期
で
12
月
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
条
例
の
廃
止
や
一
部

改
正
、
28
年
度
補
正
予
算
な
ど
、
24
案
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結

果
、
全
て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
定
例
会
で
提
出
さ
れ
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
、
27

年
度
決
算
の
認
定
に
関
す
る
議
案
に
つ
い
て
、
決
算
特
別
委
員
会
で

の
審
査
結
果
を
受
け
、
賛
成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
※
議
案
と
審
議
の
結
果
は
８
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平成28年12月 市議会定例会

主 な 内 容

　一般会計では、既定予算で措置できなかった経
費や不足が見込まれる経費のほか、国家公務員に
準じた一般職員の給与改定などに伴う人件費など
１億990万円の増額となる補正予算を可決しまし
た。この結果、一般会計の予算総額は828億9,331
万円となりました。

●�確定申告による来庁者の増加に伴う来庁者用
一時駐車場の運用経費�………………144万円

●�余熱利用施設の開設準備や年度内の指定管理
委託に関する経費�……………………725万円

●�子育て世代包括支援センターの開設準備経費
� …………………………………………328万円
●�野菜などの高収益な栽培方法への転換を図る
ための新たな施設整備を行う農業者への助成
経費�…………………………………2,350万円

●�大雨の影響などによる道路側溝のしゅんせつ
や汚泥処理などに関する経費�………810万円

●�消防署の海岸出張所への女性用トイレ及び
シャワー室の設置に関する経費�……383万円

一般会計補正予算の一部を紹介

平成28年度予算を補正
一般会計総額828億9,331万円に

〈〈〈決算特別委員会の審査概要は6面に

　9月定例会で提出された27年度決算の認定に関する議案に
ついて、付託された決算特別委員会が閉会中に審査を行い、
12月定例会で各会計決算とも認定しました。

決算を認定平成
27年度

一般会計の決算額

歳入総額
857億
5,367万円

歳出総額
819億
5,922万円

県支出金
54億1,393万円（6.3%）

その他
125億3,601万円（14.6%）
市債
44億9,010万円（5.2%）

地方譲与税など
60億6,046万円（7.1%）

地方交付税
11億9,597万円（1.4%）

国庫支出金
130億8,949万円（15.3%）

市税
429億6,770万円
（50.1%）

民生費
356億6,931万円
（43.5%）

総務費
104億2,910万円
（12.7%）

公債費
47億7,769万円（5.8%）

土木費
94億1,723万円（11.5%）

衛生費
74億2,230万円（9.1%）

教育費
66億5,471万円（8.1%）

消防費
29億4,432万円（3.6%）

商工費
21億2,435万円（2.6%）

その他
25億2,021万円（3.1%）




